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（趣旨）

この規則は、国立大学法人埼玉大学大学院学則第38条の２第２項の規定に第１条

基づき、ノンディグリープログラム（以下「本プログラム」という ）の実施に。

関し必要な事項を定める。

（目的）

本プログラムは、埼玉大学（以下「本学」という ）が社会に対し開かれ第２条 。

た大学として、社会人の学び直し及び生涯学習に対する社会的要請に応えるため

に社会人の大学院進学を促進することを目的とする。

（本プログラムの企画・実施等）

本プログラムの企画・実施は、教育機構教育推進室（以下「教育推進室」第３条

という ）が行い、受講生の決定及び修了の認定は、教育推進室の審査を経て学。

長が行う。

（受講資格）

本プログラムの受講資格は、大学卒業又はこれと同等以上の学力があると第４条

認められる者とする。

（受講者決定手続）

本プログラムに受講申込があった場合、教育推進室は、受講希望授業科目第５条

を開設する研究科及び当該授業科目を担当する教員に対し、当該授業科目の受講

の可否を確認する。

２ 前項の確認の結果、受講可能である場合は、教育推進室は受講許可の審査を行

う。

（受講生の募集）

本プログラム受講生の募集は、別に定める埼玉大学ノンディグリープログ第６条

ラム募集要項による。

（授業科目等）

本プログラムは、本学大学院の授業科目を開放して実施する。第７条

２ 受講した授業科目の成績評価基準により一定の成績を修めた場合は、当該授業

科目ごとに本プログラム修了証書を交付する。

３ 本プログラムの受講生には、授業科目の単位の認定を行わない。



４ 前項の規定にかかわらず、本プログラム修了後、本学大学院各研究科に入学し

た者には、当該大学院研究科規程に基づき当該授業科目の単位の認定を行うこと

ができる。

（受講料等）

本プログラムの受講料は、希望する授業科目毎に国立大学法人埼玉大学公第８条

開講座規則第７条に定める講習料の額を準用する。

２ 既納の受講料は、還付しない。

（受講生の身分）

本プログラムの受講生は、受講する授業科目が開設される学期の間、ノン第９条

ディグリープログラム受講生の身分を有する。

（受講生の義務）

本プログラムの受講生は、受講にあたり本学が行う教育及び研究に支障第１０条

、 。を生じさせないよう努めるとともに 本学関係者の指示に従わなければならない

（受講の停止）

本プログラムの受講生が、前条に規定する義務に違反し、本学の秩序を第１１条

乱し、又は受講生としてふさわしくない言動等があった場合は、学長は、当該受

講生の受講を停止することができる。

２ 前項による受講の停止の場合であっても、既納の受講料は還付しない。

（損害賠償）

本プログラムの受講生は、故意又は過失により本学の施設、設備等を破第１２条

、 、 、 、損 滅失又は汚損したときは 速やかに届け出るとともに これを原状に回復し

又はその損害を賠償しなければならない。

（事務）

本プログラムに関する事務は、学務部教育企画課において処理する。第１３条

（雑則）

、 、第１４条 この規則に定めるもののほか 本プログラムの実施に関し必要な事項は

別に定める。

附 則

この規則は、平成27年７月23日から施行する。

（令和２. 5.28 ２規則７）附 則

この規則は、令和２年６月１日から施行する。


